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〜記録的低収量の⼀⽅、素晴らしい仕上がりに〜

●気温
冬は暖かく、雨と曇りが多かった冬。春先は平年を上回る暖かさの週も
あり、芽吹きは大きな遅れなく始まった。
しかし、ちょうど葉が生え始めた4月27日に、大規模な霜害に⾒舞われ
た。ドメーヌのプルミエ クリュの畑の半数に被害、シャブリ ヴィラー
ジュの区画は、大多数に影響があった。
6月末に暑さのピークが何度か訪れた後は、7月上旬からより安定した
好天が続き、高温で乾燥した晴天が収穫時期まで持続した。

●収穫
収穫は9月22日に開始。春の天候不順により、収量は予想された通り大幅
な減少となった。シャブリでは18hL/ha、霜が降りたプルミエ クリュと
グラン クリュでは、15〜25hL/haとなった。
霜の被害に遭わなかった畑では、35〜40hL/haの収穫となった。
ただし、ブドウの健康状態は全体的に大変良好だった。

●降⽔量
4月増加を辿り、5月と6月にはさらなる降⽔量を記録し、5月26日と27日
にはスラン川が氾濫。開花は遅くなり、本格的な開花を迎えたのは6月20
日の週になってからとなった。この雨が原因で、ベト病のリスクが非常に
高まった。
5月13日と27日に発生した雹を伴う雨は、4月の霜害にさらに追い打ちを
かけた。また、夏に比較的雨が少なかったことで、収穫の3週間前にあた
る8月末まで色づきが遅れた。
しかし、9月15日の恵みの雨が、その後のブドウの素早い成熟を助けた。
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東アジア輸出担当
⻄⼭雅⺒⽒ ピュアで洗練されたフェーブルのスタイルを表現

北の栽培地であるシャブリは温暖化の影響からか、かつては4年に1度
といわれた春の遅霜の被害が少なくなる傾向にありました。
安定した品質をもたらす天候は、かつての酸のしっかりしたワインと
いうイメージすら変えてしまう程でした。
春の霜害と5月の天候不良で2016年の生産量は大きく落ち込みました。
ブドウ果が形成される前の気候の影響での減産は、ワインの品質には
影響はなく、ピュアで洗練されたフェーブルのシャブリのスタイルは
そのままに。
8月の高温乾燥で一時期ブドウの生育が止まるハプニングがあったも
のの、収穫前の9月の雨によってバランスを取り戻しました。

醸造責任者
ディディエ セギエ⽒ とても難しい年だが、高品質な出来に

記録的低収量だが、残ったブドウは収穫期に乾燥してエネルギーを蓄
えられ出来がよかった。
素晴らしいミネラル感をもつエレガントなスタイルに仕上がり、酸は
2015より少なかった。
前評判が悪い中、丁寧な畑仕事が奏功しドメーヌを訪れるジャーナリ
スト達には「こんなによくできたの？」と驚かれました。


